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山地源流域における湧水・河川水の滞留時間の時空間変動とその水文学的意味
Spatial and temporal change of average residence time of spring and stream waters and
its hydrological interpretation
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山梨県白州にある花崗岩からなる山地源流域を対象に、フロン類、安定同位体、無機溶存成分等のマルチ・トレーサー
を用い、湧水、河川水の滞留時間における時空間変動を明らかにした。
その結果、高水期における湧水の滞留時間は 7～16年、支流のそれは 7～19年、本流のそれは 7～13年を示したのに

対し、低水期における湧水のそれは 14～20年、支流のそれは 10～17年、本流は 7～19年を示し、全体として高水期の
滞留時間は低水期に比べ短く、また高水期、低水期とも湧水、支流、本流と流域面積が大きくなるほど、平均滞留時間
が短くなる傾向がみられた。
　高水期においては、山体の地下水位が相対的に高く動水勾配が大きいため、滞留時間の相対的に短い浅層地下水の

寄与が大きくなるため、このような特徴がみられるものと考えられる。また、湧水に比較し、本流の河川水は高い標高
にもたらされた降水等が、比較的速やかに流出した水の寄与が大きいため、相対的に短い滞留時間を示すものと推定さ
れる。このように、山地源流域の湧水や河川水は、山体における動的な水文プロセスの変動に伴い、その平均滞留時間
が時空間的に変動していることが、示された。
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